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１．はじめに 

マッデン・ジュリアン振動（MJO）は熱帯大

気の主要な変動である．MJOは広い範囲でその

影響を及ぼすために，その予測可能性の研究は

重要である．MJOの予測可能性は，季節と相空

間における MJO の振幅および位相に依存する

と考えられる．しかし，これまで相空間内の区

分領域におけるバイアスとアンサンブル平均

は調べられているが，相空間内で大域的にそれ

らを評価した研究はない． 

そこで本研究では気象庁１か月予報と

JRA25/JCDAS(Onogi et al., 2007)を用いてMJO

のバイアスとスプレッドを大域的にあらわし，

位相と振幅の寄与を明確にした． 

 

２．データと手法 

解析には 2008 年から 2012 年の気象庁１か月

予報の 850 hPaおよび 200 hPaの東西風を用い

た．バイアスは，JRA25/JCDASを真値とし，予

報アンサンブル平均と真値との距離で評価した．

2008 年以降の気象庁１か月予報は，毎週水曜日

と木曜日の 12UTC を初期時刻として実施される。

本研究では，アンサンブル予報のうち，水曜日を

初期値とする始まりの標準ランコントロールと

および 24 個の摂動ラン，ならびに木曜日を初期

値とする始まりの 24 個の摂動ランを用いてバイ

アスとスプレッドの成長を調べた。また，MJO

による寄与を推定する際に用いる主成分ベクト

ルはJRA-25/JCDASの東西風をもとに作成した．  

MJO指標の作成はWheeler and Hendon (2004)

の方法に準じた．季節変動を除いた 850hPa お

よび 200hPaの東西風の南北 15度平均値に主成

分分析を行い，第一および第二主成分ベクトル

を求めた．この第一および第二主成分ベクトル

に対する予報データおよび解析データの射影

を MJO 相空間内にプロットした．MJO 相空間

の右（第一主成分正）は海洋大陸における対流

活動活発域に、下（第二主成分負）はインド洋

における対流活動活発域に、上（第二主成分正）

は東太平洋における対流活動活発域に、そして

左（第一主成分負）は大西洋における対流活動

活発域にそれぞれ対応する． 

本研究におけるバイアス 𝐵 とスプレッド 𝑆 

の定義はそれぞれ以下の通りである． 

𝐵(𝑡) = ‖�⃗� 𝑚𝑒𝑎𝑛(𝑡) − �⃗� 0(𝑡)‖
 

 (1) 

および 

𝑆(𝑡) =
1

𝑁 − 1
∑  

𝑁

𝑒=1

‖�⃗� 𝑒(𝑡) − �⃗� 𝑚𝑒𝑎𝑛(𝑡)‖

 

 (2) 

ただし、�⃗� 0は再解析データ、�⃗� 𝑒 は 𝑒 番目の予報

データ、�⃗� 𝑚𝑒𝑎𝑛は予報のアンサンブル平均デー

タを表す．なお，外向き赤外放射を含む MJO

相空間の定義であっても，主成分ベクトルの構

造にはほとんど違いはない点を付記する． 
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図 1：気象庁１か月予報における（左）2008年２

月７日の（右）５月２１日における MJO 相空

間内の（黒線）JRA25/JCDASおよび（色線）

予報アンサンブルの軌道．予報アンサンブルは

予報開始から 14 日目までを示した．

JRA25/JCDASは予報開始 14日前から 14日目

までを図示した． 
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３．結果 

図 2は、MJOの相空間上における予報 5日目

のバイアスとスプレッドである．バイアス，ス

プレッドともにインド洋からインドネシアに

対流中心があるときに大きく，太平洋以東に対

流中心があるときに小さい．この傾向は，予報

10 日目においても変わらなかった（図略）．た

だし，バイアスの大きさはスプレッドの大きさ

に比べてはるかに大きいことから，MJO相空間

内での予報はスプレッド以上にバイアスが広

がることを意味している． 

 

４．結論と議論 

気象庁の１か月予報の結果を利用して，MJO

相空間内での予測可能性を調べた．その結果，

解析値を真値としたときのバイアスと，アンサ

ンブル予報のスプレッドの間には関係がある

ことが示唆された． 

この結果はカナダの大気大循環モデル

(AGCM)における解析(Lin et al., 2008)とも整合

的である．一方，比較的長期間にわたって MJO

を再現できるNASAのAGCMを用いてMJOの

予報の初期値依存性を調べた Waliser et al. 

(2003)とは一致しない．とくに，本研究では予

測可能性と MJO の振幅との間に明確な関係は

見出せなかった．  
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図 2：MJO相空間上における予報 5日目の（左）バイアスと（右）スプレッド。それぞれ予報

開始日におけるMJO指標にあわせて，アンサンブル平均値を示した．バイアスおよびスプ

レッドの大きさは右のカラーバーに対応している．データが疎な領域はマスクアウトした． 
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